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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、TNF受容体スーパーファミリーのメンバーです。この受容体は活性化T細胞およびB細胞に発現しますが、休止期T細胞およびB細胞には発現しません。TRAF2およびTRAF5はこの受容体と相互作用し、NF-κBの活性化につながるシグナル伝達を媒介します。この受容体はアポトーシスの正の調節因子であり、自己反応性CD8エフェクターT細胞の増殖能を抑制し、自己免疫から体を保護することが示されています。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする2つの選択的スプライシング転写バリアントが報告されています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	Hela（1）、MCF-7（2）、およびHCT116（3）細胞溶解物に対するCD30マウスmAbを使用したウエスタンブロット分析。
	

	CD30マウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	CD30 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Jurkat 細胞のフローサイトメトリー分析。

